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⽬的
⼯業技術センターへの問い合わせは
時に曖昧であり、使⽤すべき機器や
担当研究員が明確でないことがある。
⇒ AIによる機器や研究員の提案ができないか︖

⽅法
⼯業技術センターでは、
問い合わせごとに「相談データ」
と呼ばれるデータを⼿動で登録してきた。
⇒ 相談データを利⽤して担当者を応えるAIを学習する

完成システム

結果

問いに対して研究員や機器回答をするbot

Linear SVC（単純な
機械学習モデル）
が最も性能が⾼い。

⇒ 正解率75％で担当研究員を応える。

この質問なら・・・・

この人かこの機器が
いいかな？


